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今年のさくらの開花は 17 日頃と言われていましたが、寒の戻りもあって開花が遅れているようです。中学校の桜も

蕾ばかりで満開はまだ先のようです。桜の花びらいっぱいの入学式や始業式を今年は期待できるかもしれません。 

3 月 18 日、選抜高等学校野球大会（春の甲子園）が開幕しました。今年は神奈川県代表が出場していないので、神

奈川県の私たちには少し盛り上がりに欠けるところもありますね。今回、岡山県の創志学園高校が代表として出場し

ています。野球部の監督は、２０２２年まで神奈川県の東海大相模高校の監督だった門馬監督です。創志学園は甲子

園に５回出場している強豪ですが、昨年は県大会１回戦で敗退しています。門馬監督は神奈川県を離れ、気心を知れ

たコーチを連れてきたわけでもなく全く知り合いのいない岡山にきました。就任したばかりの時は受け入れてもらえ

ないところもたくさんあったそうです。監督としてまず始めたことは野球の特訓でも生活指導などでもなく日々の食

事後の皿洗いだったそうです。それまでは配膳から食器洗いまで１年生がやっていたそうです。８ヶ月ほど続けてい

るとコーチが手伝ってくれるようになりました。その後、人を雇ってもらえるようになり、ついに学校が食洗機を入

れてくれたそうです。「不思議なもので頑張って動いていると誰かが助けてくれるんです」と門馬監督はいいます。食

事の片付けがラクになった今も夜のご飯とみそ汁はコーチと一緒に作っているらし

いです。昨年の１回戦負けからの快挙は、こうした地道な努力の成果なのでしょう。 

さて、長後中では 3 月 21 日、１年生体育委員が主催する「橋本杯」が行われまし

た。例年、球技大会が行われていましたが、球技に限らずカードゲームや百人一首

なども行う変わった形の大会になりました。スポーツというには少し疑問符がつき

ますが、囲碁や将棋、ｅスポーツなどもスポーツに分類

されるのだからいいのかなとも思います。「橋本杯」というのは、生徒がつけたタイトル

ですが、自分の名前が冠につくとなにか胸がくすぐったい感じがしますね。当日は天候に

も恵まれ、朝早くから体育委員みんなで準備し、運営も含めてよく頑張ってくれました。

自分の競技にも参加しながら忙しそうに動き回っていたのが印象的でした。頑張っていれ

ば誰かが助けてくれる、体育委員の頑張りにみんなが答え、どの競技も盛り上がって頑張

っていました。どんな事にも冷めたりせずに気持ちよく取り組める、前回の学年レクの時

にも話しましたが、この学年の素敵なところです。自分のことよりも相手を思いやるこ

とができる優しい生徒であることを嬉しく思います。相手を思いやれることは相手の気

持ちに気づくことにつながります。それを「気くばりができる」と言います。気くばり

という字は「気配り」と書きますが、“り”をとると気配（けはい）と読みます。知って

いますか。つまり、気配りができるようになるには周りの様子や雰囲気を感じとる力が

必要なのです。バレーボールで選手をタオルで仰いでいる人、バスケの選手が監督の席に座っている姿、前の打者が

打ったバットをひく野球選手などを見たことはありませんか？あれはルールではなく、次

に起こることを予測しそれに合わせて動いています。チームプレーは自分だけではでき

ず、他の人を見て自分の行動をしなければなりません。気配りができない人にはチームプ

レーはできないのです。今回、体育委員が担った役割はまさにそれに近いものだったよう

に感じます。橋本杯で頑張っているみんなは、楽しそうで、見ていてとても気持ちのいい

姿でした。そんな中にもきっと多くの「気配り」があったと思います。みなさんのやさしさや成長が見られてうれし

く思えた一日となりました。さあ、明日から“先輩”と呼ばれる立場になります。今まで訓練してきた成果を見せると同

時に、さらに多くのことを学んでほしいと思います。進級おめでとうございます。    1 学年主任 橋本 清史  

 ～授業をして頂いた先生方から～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

保護者の皆様へ 

保護者の皆様方には、学校行事や授業参観など様々な場面で、本校の教育活動にご支援とご協力を頂きましたこと、

心より御礼申し上げます。1学年職員一同、生徒たちと学校生活をともにし、その基盤となる「土台づくり」にあたってき

ました。一人ひとりの生徒の様々な状況を考え、集団を構成する一員としての成長を促し、安定した学年・学校づくりに向

けて日々取り組んできましたが、何かと至らぬ点もあったことと思います。それでも、多くの保護者のみなさまのご支援を

いただけたことに感謝しております。子どもたちのこの１年間の成長が、２年生に生かされることを願っています。 

１年間、本当にありがとうございました。                                     １学年職員一同 

   新年度最初の登校は 4月５日（金） 8：３０登校、８：３５～学活です。 

    昇降口、教室は、全員新学年の場所になるので気をつけてください。 

（内 容） 着任式・始業式、入学式準備 弁当なし 

（持ちもの）上履き、体育館履き、筆記用具、 

スーパー標準服、カバン（持ち帰る書類があります） 

藤沢市立長後中学校  
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緑学年は、まだまだ行動や生活面で幼い部分がたくさんあ

るけれど、素直に人の話を聞けて、明るくパワーがあって、

さっぱりしているところが良いところだなと思います。そう

した良い面を是非大事にしながら来年度も授業、行事、部活

動など充実した学校生活送れるよう願っています。今年一年

間、本当にありがとうございました。進級おめでとう。        

1組担任 英語科 金子輝夫 

みなさんは、次の学年に向けての準備はできていますか？先

生は今までみなさんに振り返りを何回も書く指示をしたと思

います。授業の振り返りでは、学んだことを確認して、どう活

かしていくかを考えましたね。これを授業だけでなく、日常生

活でもできるようにしてほしいです。そうすれば 2 年生でもた

くさん成長できると思います。これからも楽しく、粘り強く頑

張ってください。      ３組担任 国語科 萩野慎太郎 

「やりたいことを思いっきりやるためにはやりたくないこ

とも思いっきりやんなきゃいけないんだ」漫画「ちはやぶる」

に出てくる言葉です。部活に明け暮れる主人公はテストで赤

点ばかりです。そこで、友達兼先生が言った言葉です。 

みなさんから勉強なんかせずゲームや動画をやりたい、筋ト

レなんかせず楽しいプレーだけやりたい、という言葉を聞き

ます。来年度はやりたいことだけでなく、やるべきことやや

りたくないことにも目を向けて頑張っていきましょう。       

２組担任 数学科 二宮優

花 

この一年間の自分の成長を感じていますか？私は週１回の家

庭科の授業を通して、１年間君たちと学習して、確かな成長を

感じています。知識や技能は、自分の生活を豊かにしてくれま

す。中学校生活はあと２年間。自分の行動はすべて自分に返っ

てきます。４月からもコツコツと努力を積み重ねて、自分を成

長させてください。君たちの成長を楽しみにしています。               

家庭科 丸山千恵子 
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進級おめでとう。社会科一年間がんばって勉強してくれてあ

りがとう。世界に目を転じてみるとロシアがウクライナに攻

めこんだり、イスラエルの中でユダヤ人とアラブ人が殺しあ

ったり、日本の中でも政治家のお金の問題でもめたりと、本

当に大変な状態です。君たちも平和な長中で暮らしているけ

ど、社会に、日本に、世界に目を向けてしっかり勉強してい

ってください。頑張れ！！      社会科 芦川裕史 

「科学はなぜ？から生まれます！」 

何か不思議なことや疑問があれば、それを探求することが科

学の始まりです。授業や日常生活での観察や実験を通して、

なぜ？を解決していこう。質問を恐れずにどんどん聞いて仲

間と一緒に考えることも大切です。間違っても心配しないで

ください。失敗から学ぶこともあります。自分の興味や好奇

心に従って、科学の面白さをたくさん見つけてください。科

学は無限の発見の旅なんです。     理科 伊原泰信 

一緒に勉強してきた一年間とても楽しかったです。私の話を一

生懸命聞き取ろうとこちらに向けられた皆さんの目、「へー」

「そうなんだぁ」という反応が、私の頑張パワーを UP させて

いました。社会科は問題集などを活用して基礎的なことをまず

は覚えながらノート作りを通して理解を深めて行きましょう。

しっかりね！            社会科 岸本美子 

 「1 年間の学びを通して、古典や言葉の面白さや奥深さに触

れ、日本語への興味関心を高めてくれていたら嬉しいです。

これからも、積極的に読書や学習を続け、自分の言葉で表現

できる力を磨いていきましょう。」と生成 AI が作文しました。

芥川賞作家も生成 AI を利用するこの時代、言葉の善し悪し

を判断できる人として、自分の心を豊かにすることば、相手

の心に響く温かいことばをたくさん使う人になることを期

待しています。          国語科 佐藤太昂 

あっという間に 1 年生が終わって、新しい学年が始まります。

体育座りもできず、話している人を見ることもできなかった入

学当初はどうなることかと思っていましたが、いまは中学生ら

しい姿になりましたね。２年生になったら言葉よりも、心と行

動で後輩を動かし、３年生を支えることができる、そんな人に

なることを期待しています。     体育科 本澤直季 

 


